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わたくしたちは、利根川と手鈎沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民恋章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生去生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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手賀沼の朝
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下総基地 米軍機使用絶対反対の

市
長
大
井
一
雄

Ｑ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
戦
後
般
悪
と
い
わ
れ
る
禦
気
の
低
民
生
活
の
安
全
性
を
確
保
す
る
部

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
迷
に
よ
り
、
市
税
収
入
が
大
き
く
市
排
水
対
策
躯
業
な
ど
の
都
市
坐

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
柵
落
ち
込
み
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
盤
整
怖
事
業
や
高
齢
化
社
会
に
向

ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
け
て
の
福
祉
総
合
計
画
関
連
頚
業

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
一
あ
よ
う
な
中
、
市
の
将
来
都
な
ど
を
推
進
し
、
歴
史
と
文
化
の

昨
年
は
布
佐
駅
砺
上
駅
舎
、
心
市
像
で
あ
る
「
手
愛
沼
の
ほ
と
り
、
薫
り
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
を
大

身
障
害
者
福
祉
作
業
所
「
み
ず
き
」
、
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、
切
に
し
な
が
ら
、
誇
れ
る
ま
ち

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
の
竣
工
、
本
年
も
各
種
事
業
に
よ
る
施
策
の
〃
あ
び
こ
〃
の
建
設
に
全
力
を
傾
注

布
佐
市
民
の
森
の
オ
ー
プ
ン
、
白
山
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

中
学
校
の
学
校
給
食
開
始
な
ど
ま
に
、
市
の
中
心
拠
点
整
備
事
業
で
新
し
い
年
が
、
市
民
の
み
な
さ

ち
づ
く
り
の
上
で
《
大
き
な
前
進
あ
る
我
孫
子
駅
南
・
北
土
地
区
画
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鑛
理
事
業
、
主
要
枠
線
道
路
を
結
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
年

さ
て
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
ぶ
都
市
計
画
道
路
蜷
備
鑑
業
、
市
痕
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

市
議
会
議
長

蔵
野
正
隆

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
つ
つ
あ
り
ま
す
。
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
、
経
済
状
況
の
悪
化
が
続
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、

か
ら
市
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
て
お
り
ま
す
。
浬
万
市
民
み
な
さ
ま
の
幸
せ
を
願

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
一
あ
よ
う
な
な
か
、
本
市
に
お
い
、
市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る

申
し
あ
げ
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
お
き
ま
し
て
も
市
税
収
入
が
落
ち
込
「
手
賀
沼
の
ほ
と
り
、
や
す
ら
ぎ

力
添
え
で
、
昨
年
も
ま
ち
づ
く
り
み
、
窮
迫
し
た
財
政
状
況
に
あ
り
の
ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
｝
決
意

へ
の
基
盤
を
着
実
に
固
め
て
ま
い
ま
す
が
、
克
服
す
べ
き
課
題
は
山
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
砿
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
市
民
の
み
な
ざ
ま
に

さ
て
、
今
日
の
我
が
国
の
社
会
一
方
、
市
政
に
対
す
る
需
要
は
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
政
に
対
し

・
経
済
情
勢
は
、
来
る
べ
き
麺
世
質
・
量
と
も
に
、
ま
す
ま
す
複
雑
て
一
層
の
一
一
支
援
、
ご
協
力
を
賜

紀
を
目
前
に
控
え
、
国
際
化
・
情
か
つ
多
様
化
し
て
お
り
、
地
方
行
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、

報
化
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
政
は
ま
き
に
厳
し
い
事
業
選
択
が
新
年
④
一
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市で初めて導入した電気自動車は公害パトロール車
として活躍します。

〉〈

近
年
、
自
動
車
か
ら
出
る
排
気

ガ
ス
等
に
よ
る
大
気
汚
染
は
、
深

刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
大
気
保
全
、
地
球
蝿

境
保
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
昨

年
哩
月
か
ら
公
用
車
に
「
遮
気
自

動
車
」
を
導
入
。
こ
れ
は
国
・
県

の
禰
助
制
度
を
利
用
し
職
入
し
た

も
の
で
市
内
で
は
初
め
て
。
晒
気

側
勤
車
の
１
日
の
走
行
距
離
二

充
砥
）
は
約
１
３
０
脚
で
文
字
ど

束
蔦
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
で
は
、
同
組
合
立
隔
離
病
舎

に
勤
務
す
る
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
看
謹
姉
（
１
名
）

▼
受
験
資
格
昭
和
調
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
網
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
高
校
卒
業
以
上
で
舂
謹
婦
盗

お座敷列車で行く

日
日
堂
ヶ
島
と
下
剛
渦
泉
の
旅

我
恋
（
腿
）
０
３
４
３
、
天
王
台
駅
恋
（
腿
）
６
３
３
６
へ
画

東
葛
中
部
地
区
総
合

開
発
事
務
組
合
職
員

孫 哩

お
り
駁
音
・
排
気
ガ
ス
の
な
い
環

境
に
や
さ
し
い
自
動
車
で
す
。

電
気
自
動
車
の
両
サ
イ
ド
に
は
、

標
語
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、

皆
さ
ん
に
環
境
へ
の
理
解
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
公
害
パ
ト
ロ
ー
ル
車

と
し
て
、
大
気
や
水
質
環
境
な
ど

の
監
視
活
動
に
活
雌
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
公

韓
対
策
係
垂
（
理
１
１
１
１

格
（
准
看
謹
婦
含
む
）
を
有
す
る

女
性
▼
受
付
期
間
２
月
１
日
（
火
）
か

ら
２
月
晦
日
（
火
）
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
臼
雌
日
、

祝
日
を
除
く
）

▼
提
出
書
類
組
合
所
定
の
職
只

採
用
試
験
受
験
申
込
書
〈
同
組
合

子

市

事
務
所
で
配
布
）
、
受
験
査
格
に
関

す
る
資
格
証
明
書

▼
申
し
込
み
必
要
書
類
を
添
付

し
、
同
組
合
事
務
所
（
柏
市
役
所

鏑
１
庁
舎
４
階
）
へ
本
人
が
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
ｎ
．
試
験
場
所
等
詳
し
く

は
同
組
合
壷
（
“
）
５
２
５
１
へ

民
｡

号

／

合ﾛ目

’

’

そよかぜ号償誰:)1月の日程(蕊）
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Ｌ
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Ｙ

（
地
球
規
模
で
考
え
、
足
も
と
か
ら
行
動
す
る
）

(T頁4日(火)から変わります）

住民票の写しなどの

市長印が電子印に

１
月
４
日
（
火
）
か
ら
住
民
票

の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
の
市
長
印
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
「
電
子

印
」
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
使
わ
れ
て
い
る
市
長

印
（
朱
色
）
も
「
黒
色
」
に
変

わ
り
、
用
紙
に
つ
い
て
も
新
し

く
偽
造
防
止
用
の
地
紋
入
り
用

紙
に
変
わ
り
ま
す
。
市
長
印
が

電
子
印
に
変
更
に
な
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
戸
締
謄
本
・
抄
本
は
、

現
行
の
と
お
り
で
す
。

▼
変
更
に
な
る
も
の

＊
住
民
票
の
写
し

＊
印
鑑
登
録
征
明
群

＊
侭
河

。
。
芋

訓
明
制

証
呵
叫
奄
丁

剛
訓

＊
外
国
人
登
録
済
証
明
譜

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課

1'1
1，

弱

定
員
費
用
日
程

わが家の味自慢園

亀うで自慢料理
広
報
あ
び
こ
で
は
４
月
１
日
号
っ
て
お
き
の
新
作
な
ど
自
慢
の

か
ら
皆
さ
ん
の
家
庭
で
作
る
「
わ
料
理
を
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

が
家
の
味
自
慢
。
う
で
自
慢
料
理
」
こ
ち
ら
か
ら
取
材
に
お
伺
い

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
企
”
し
ま
す
の
で
料
理
に
ま
つ
わ
る

し
、
毎
月
１
日
号
で
連
減
し
ま
す
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
お
剛
か
せ
く

和
食
・
洋
食
を
は
じ
め
、
ふ
る
だ
さ
い
。
応
募
方
法
は
次
の
と

さ
と
の
味
、
手
間
を
か
け
ず
術
蝿
お
り
で
す
。

に
作
れ
る
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
、
と
▼
申
し
込
み
封
書
で
住
所
、

氏
名
、
職
業
竃
誌
番
号
、
料

理
名
写
真
が
あ
れ
ば
添
付
）
、

材
料
、
作
り
方
を
明
記
し
、
〒

２
７
０
の
１
１
我
孫
子
１
８
５

８
市
役
所
広
報
広
聴
課
「
わ
が

家
の
味
自
慢
。
う
で
自
慢
料
理
」

係
へ
▼
問
い
合
わ
せ
広
報
広
聴
課

査
（
理
１
１
１
１
内
線
２
１
０

房 1
合唱団名

飛簡

あびこエコーズ

あびこ児欣合11M閲

我係f｛|j災合咄Iガ

我係f販縦を歌う会

アンサンブル・フローラ

アンサンブル・レォーネ

ヴィクセンズ

世I転木

コール’アム－ル

コールてが

コール．ピュア

シャウティング・フォックス

少年少女合l唱剛・コーラス｢蛤」

女j封アンセンブル蒼

女声合鴫団布佐ポピーズ

女声合唱団「道」

女ﾉ鋪合l墹団LaMEI･e

シルバー．エコーズ

長寿大学コーラスクラプ

プリムラ・コーラス

練習場所

湖北1

商橘バレエスタジオ

和田幼稚図

根戸近隣センター

犬－12台北近隣センター

犬f台北近隣センター

犬二通台北近隣センター

慈紘保育閲

湖北台市民センター

尺王台北近隣センター

井手ロホ－ル

中央公

湖北台市民センター

湖北台10丁.ロ脚治会館

若草幼雛｜§I

市民会館大会識室
スタジオ．タブト

布佐南近隣センター・和田幼稚園

柴崎神社参蝶殿

和田幼稚閲

湖北地区公民館

湖北台市民センター

中央公民館

市民会館大会縦室

市民センター

『 民館

練習日・時間

毎週火IMIIAM10：00～12：00

毎週月ImlIAMlO：00～12：30

毎週金1Mロ
幼児PM3：00～4300

小学生I)M4：00～6100

鋪1．3土川畑

第2・』1日1M日
PM6：00～8：30

第1．3金IllII1PM2

第1．3木暇I1AM10

第1．3土11伽IPM8：0()～10：00

第2．4日HMuPM4：0()～6：00

毎週木llMIIAM10：00～12：00

脈週土HMHAM9：00～12：00

毎週月IlmpAMlO：()O～12：00

鰯2．4金HMI1PMl：00～3：00

娠週火11M日I)M6：30~8:45

第1．3．5土I｜

鋪2．4日I

毎週日11M日AM9：15～10

毎週金11M日AM9；00～12

第2．4月HM日PM1：00～3

毎週火I

毎週月ilhI日AM10：00～12：30

毎週木1M日
AM10：00～I)M1；40

AM9：30～12：00

第2．4月ⅡM日AM10；00～12：00

第2．4水IIMI1AM9：50～11：50

毎週水11K日AM10：00～12：00

HAMlO：00～12古00

二1

|日
PM6：00～8：30

:00～4：00

00～12：00

:30

30

00

連絡先

川1

遠藤84-8267

戸田89-1648

矢卿83-4360

安江88-7082

前原84-6361

小沼88-0142

山下88-1673

堀88-9579

村･上83-3344

1

片倉87－1377

栗I｣」89-0852

小林88-8364

岩堀89-0145

尾張83-3146

酒井89-1306

高橘88-7331

殿谷82-7818

野口84-1851

下88-726(）

W82-4755

寸84－3‘167

t田88-8144

（88-8834

曜日

水

木

金

水

木

金

日

5
●

19

６
・
加

７
．
剛

腿
・
邪

禍
・
”

叫
・
羽

ステーション名

湖北

':11 峠

青山台

平和台

新木野

久寺家

つくし野

天昌

天王台西

白111

並木
エ、

田［．

根 戸

つくし野

台東

場所

湖北地区公民1

中峠屯Ⅲ谷公l削I

柴崎台4号公I洲

布佐南近隣センター

新木児蹴公I刺

久寺家あけぼの公I#I

東急ショッピングセンター製

天王台東児童公剛

浅野谷3号公

三洋電機社宅入口

丸石家具駐車場

台田池尻公側

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター婆

時間（午後）

1:20～1:50

2:10～2:50

3:10～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

2:00～I

3:00～‘

2:00～2:50

3:10～

3:20～4:00

2:00～2:40

3:00～4:00

}O～2:15

10～3:00

15

)0

)0
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こ
れ
か
ら
父
親
・
熾
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
ご
参
加
を
。

▼
日
時
１
月
詔
、
（
金
）
午
前
９

時
訓
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
午
前

９
時
嘔
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
唾
暑
リ
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ

時
鋤
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
、
開
始
、
分
前
に
は
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
き
い
・

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
華
記

L
一

原健康ガイド
湖
北
台
１
の
似
の
栂

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

ａ
（
Ｗ
）
１
１
３
１

健
セ
ン
タ
ー
で

伝診療時間午前9時から午後5崎

，持参するもの保険証と診療灘

ぐ
田
親
挙
級
日
程

ﾛ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
１
月
、
ｎ
か
ら
お
日
ま

で
の
毎
週
火
咄
Ｒ

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
巧
分

か
ら
９
時
媚
分
（
該
当
児
）
＊
午
前

９
時
妬
分
か
ら
、
時
訓
分
（
そ
の

他
相
談
の
あ
る
方
）

▼
対
象
＊
平
成
５
年
９
月
生
ま

れ
〈
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊
０
か

ら
６
歳
児
（
相
談
の
あ
る
方
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
、
か
月
用
）
を
利
用
し
て
、
医
療

機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生

麻
疹
（
は
し
な
と
三
種
混
合

（
百
円
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
の
予
防
接
種
は
、
医
療
機

関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
は
「
保

健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
礎

く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑

▼
費
用
該
当
児
は
無
料

▼
対
象
４
歳
未
満
で
１
度
も
Ｂ
上
あ
け
る
こ
と
）
。
対
象
児
に
は
通
▼
場
所
柏
保
健
所

Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
知
し
ま
す
。
▼
対
象
首
の
す
わ
り
が
遅
い
、

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
２
時
釦
分
か
ら
２
時
訓
分
配
な
乳
幼
児
（
０
歳
か
ら
２
歳
）
午
後
０
時
妬
分
か
ら
１
時
妬
分

ま
せ
て
い
な
い
乳
幼
児
（
１
回
目
▼
日
時
１
月
面
円
（
月
）
午
前
、
▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６
週
間
以
時
か
ら
午
後
４
時
保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
百

時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
担
当
神
経
内
科
医
械
山
達

▼
日
時
１
月
即
、
（
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
対
象
平
成
３
年
５
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
内
容
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き

指
導
、
フ
ッ
化
物
塗
布
（
希
望
者
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
〈
親
と
子
）
、

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

”
不※

発
熱
等
心
配
な
と
き
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

で
▼
日
時
。
場
所
１
月
”
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
、
柏
保
健
所

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
聡
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
索

▼
内
容
悠
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
・
指
導
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
貝
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
２
年
、
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

肘
こ
り
や
腰
捕
で
悩
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。
当
脚
は
個
別

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
時
間
午
後
１
時
鋤
分
か
ら
３

時
、
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
１
時

鋤
分
▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

お
い
で
く
だ
さ
い
・

司
肩
こ
り
・
腰
痛
教
室
日
程

郎
先
生

55

卜
の
絵
本
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
一
〃
て

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
世
界
を
１

０
０
倍
楽
し
む
方
法
を
み
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
お
気
怪
に
ご
参
加

▼
書
名
（
著
者
）
◎
湖
北
台
分
館

＊
１
５
０
０
０
人
の
ア
ン
ネ
・
フ
Ｉ
書
展
Ｉ

ラ
ン
ク
（
野
村
路
子
）
＊
明
日
を
▼
作
品
・
作
者
お
な
ど
へ
の
旅

か
ん
ば
ら
つ
ぎ
こ

生
き
る
言
葉
（
Ｈ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
．
だ
ち
（
５
点
）
。
：
神
原
次
子
（
久

ブ
ラ
ウ
ン
・
Ｊ
ｒ
）
＊
ベ
ス
ト
．
寺
家
）

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
た
め
に
参
◎
布
佐
分
館

ヨ
ン
・
グ
レ
イ
）
＊
加
憶
光
年
の
Ⅱ
書
道
展
Ｉ

孤
独
容
川
俊
太
郎
）
＊
ヒ
ロ
シ
錐
２
回
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

マ
・
死
者
た
ち
の
声
宕
川
逸
子
）
タ
ー
書
道
展
は
、
お
正
月
に
ふ
さ

＊
加
歳
の
法
律
ガ
イ
ド
未
村
晋
わ
し
い
書
初
め
の
展
示
で
す
。
同

介
）
＊
や
さ
し
い
日
本
経
済
の
話
セ
ン
タ
ー
の
書
道
講
座
に
通
う
皆

（
名
古
屋
市
立
大
教
授
グ
ル
ー
プ
）
さ
ん
の
作
品
、
日
頃
の
練
習
成
果

＊
加
代
に
ど
ん
な
友
人
に
出
合
っ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
か
＊
結
嬬
を
考
え
た
ら
読
む
本
圃
展
示
期
間
１
月
６
日
（
木
）
か

（
斉
藤
茂
太
）
ら
２
月
１
円
（
火
）
ま
で

ピ
ー
勺
１
ラ
ビ
ヅ
ト
“
世
界

で
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。

態
湖
北
台
分
館

錨
布
佐
分
館

⑬
移
動
図
醤
館

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
少

、
人
気
の
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ

て
、
こ
ん
な
本
を
読
ん

図
書
館

だ
よ
り

児
童
文
学
講
演

公
（
別
）
１
１
１
０

公
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
閉
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９

？

’ く
だ
さ
い
。

▼
日
時
１
月
四
日
（
水
）
午
前
、

時
か
ら
正
午

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講
師
吉
田
新
一
先
生
百
本

》
壺
雪
壁
学
錘
識
志
０
０
名

ご
（
幼
児
は
先
蒲
別
名
ま
で
預

一
恥
割
搾
雷
）
無
料

霊
▼
申
し
込
み
１
月
６
円

望
（
木
）
か
ら
各
図
譜
館
カ
ウ
ン

》
タ
ー
で
受
付
（
電
話
も
可
）

．
▽
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書

館
壷
（
壁
１
１
１
０

Ｈ
（
木
）
市
民
会
館
鋪
４
会
議
室

＊
１
月
週
日
（
木
）
、
”
日
（
木
）
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

話
や
怖
い
お
話
を
し
ま
す
。
４
歳

か
ら
９
歳
ま
で
の
み
ん
な
来
て
く

絵
本
を
読
ん
だ
り
、

午
後
３
時
鋤
分
か
ら
４

＊
１
月
６
日
（
木
）
、
加

今
云

－

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

lH

2日

3日

9日

15日

16日

23H

30日

病・医院名

我孫子東邦病院

平和台病院

我孫子つくし野病院

アビコ外科整形外科病院

桜井医院

我孫子聖仁会病院

我孫子東邦病院

我孫子つくし野病院

御子柴耳.騨咽喉科

我孫子聖仁会病院

村山医院

電話

82-8166

89-1111

84-2211

84-7321

82-2916

88-3111

82-8166

84-2211

88-5678

88-3111

82－5171

第1回

第2回

第3回

1月71:’

(金）

1月l4Il

(金）

1月2111

(金）

･妊娠111、産後の生iIW

･妊端体操（災料）

･産科医の話（妊娠''1の災柑とお

産の経過）
･妊州体操（実科）

･妊娠中の歯科衛生（歯みがき尖

斜）

･妊娠中の栄鑑

･赤ちゃんの誕漣

育
児
相
談

胃
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
３
月
に
▼
申
し
込
み
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
が
改
定
さ
れ
、
往
復
ハ
ガ
キ
は

門
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
１
人
１
枚
（
連
名
不
可
）
に
左
下
１
０
０
円
（
現
行
駆
円
）
に
な

検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
の
率
項
を
明
記
し
、
湖
北
台
１
の
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
新

次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
狸
の
超
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
返
信
料
金
で
お
願
い
し
ま
す
。

さ
い
。
な
お
、
現
在
治
療
中
ま
た
用
ハ
ガ
キ
に
は
、
本
人
の
住
所
、
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

は
医
擁
機
関
で
検
査
を
受
け
て
氏
名
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
、
裏
面
ｌ
容
露
）
１
１
３
１

い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
は
白
紙
の
こ
と
。
返
信
用
ハ
ガ
キ
ぐ
往
信
用
ハ
ガ
キ
の
記
入
事
項

▼
対
象
市
内
在
住
の
“
歳
以
は
受
診
券
と
し
て
３
月
上
旬
に
郵

上
の
方
送
し
ま
す
）

▼
実
施
期
間
３
月
７
日
か
ら
▼
申
し
込
み
期
間
１
月
お
日

詔
日
ま
で
（
た
だ
し
、
木
・
土
．
（
火
）
か
ら
２
月
、
日
（
木
）
ま
で

日
峨
日
、
祝
日
は
除
く
）
※
１
月
型
口
〈
月
）
か
ら
郵
便
料
金

、
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日

・
性
別

・
電
話
番
号

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜間の急病のときは

言上灌受丑(8ｱ)1141

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

お
よ
び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

三種混合

１
期
は
生
後
也
月
か
ら
綿
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で
３
Ｍ

接
抓
）

２
期
は
１
期
終
摩
ｊ
後
哩
～
鴫
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
回
接
砿
）

〔
三
甑
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
受
け
る
場
合
は
、

医
師
に
相
磯
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻疹

(はしか）

生
後
胆
月
か
ら
沌
月
未
満
の
乳
幼
児
（
１
Ｍ
接
砿
）

な
お
、
唯
後
凪
月
か
ら
祁
月
ま
で
に
接
棚
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

／

該
当
児
お
よ
び
接
種
期
間

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

（
ポ
リ
オ
）
投
与

１
月
肥
Ⅱ
（
火
）

１
月
加
Ⅱ
（
木
）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

乳
幼
児
発
達
相
談

精
神
衛
生
相
談

ム
シ
歯
予
防
教
室

療
育
相
談

３
歳
児
健
康
診
査

日程

1月1111

(火）

1月1811

(火）

1月2511

(火）

主な内容

･身近な他康法（話）

･体操（深呼吸・体を動かす雅本）

･食躯診断

･栄韮バランスをとるために

正しい歯のみがき方と歯そうのう

ろうの予防

．jにり腰捕j争防の体操

肩
こ
り
。
腰
痛
教
室

図

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
は
な
し
会
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川崎勇二監督 福田悟司主将(4年）上西大介選手(4年）

河野寛治選手(4年）

I I

1
1
須藤和男選手（3年）星野尚選手（3年）

3区・8区

21.3km

往路前半10節｡は下
り。残りは平坦な
湘南海岸を走る。

町田次雄選手（3年）森川千秋選手（3年）

平塚中継所

句

1．鴬…小山誠選手（2年）

「
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
か
ら
力
み
す
ぎ
た
の
が

朧
閃
で
、
タ
イ
ム
を
縮
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
今
回
の
予
選
会
で
は
、

前
回
の
反
省
か
ら
緊
張
感
を
ほ
ぐ

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
を
心

掛
け
、
悲
願
を
達
成
し
た
。

「
も
っ
と
う
ま
い
も
ん
作
れ
」

と
文
句
を
言
い
な
が
ら
も
、
見
る

見
る
う
ち
に
料
理
が
な
く
な
る
。

こ
こ
に
は
体
育
会
特
有
の
〃
い

じ
め
″
や
厳
し
い
上
下
関
係
は
な

長
距
離
部
門
の
鉦
名
は
、
布
佐

の
ア
パ
ー
ト
－
棟
を
借
り
て
住
ん

で
い
る
。
２
人
で
１
部
屋
を
共
有

し
、
夕
食
は
隣
の
部
屋
と
合
同
で

４
人
い
っ
し
ょ
に
取
る
。
毎
日
交

代
制
で
炊
事
当
番
を
決
め
、
献
立

は
当
番
が
自
分
で
考
え
て
作
る
。

■
一

哩

侭
篭心
戸嶋啓介選手(2年）

1 寮
で
の
生
活

小田原中継所
手

庫

5区・6区
20.7km

住路は厳しい登り

でスペシャリスト

の区間。復路は下

りで力を使いすぎ
ると勾配がゆるく
なったところで辛

くなる。

獣高橋秀治選手（2年）

11
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本
選
で
の
目
標
は
、
来
年
の
大

会
出
場
権
が
得
ら
れ
る
９
位
以
内
。

本
選
に
向
け
、
次
の
中
継
所
ま

で
走
り
き
る
タ
ブ
ざ
・
糖
神
力
を

養
う
た
め
に
練
習
を
し
て
き
た
。

「
初
出
場
の
チ
ー
ム
と
し
て
、

ハ
ツ
ラ
ヅ
と
し
た
レ
ー
ス
を
し
た

い
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
川
崎
監
督
。

戸
″
●
Ｎ
“
ｑ
γ
処
ワ
ー
心
唱
丹
呼
ｙ
邑
啄
Ｉ
ｆ
ｌ
塾
礪
Ｉ
４
Ｎ
ｆ
Ｉ
ｆ
ｒ
堂
可
Ａ
４
Ｈ
Ｕ
⑪
ｙ
が
り
ｌ
江
田
Ａ
り
Ｉ
型
呵
１
江
Ⅷ
人
心
〃
ｈ
四
町
Ｉ
哲
切
ｒ
紅
刊
１
曲
Ｗ
Ｉ
９
Ｉ
心
叩
Ｉ
●
９
月
お
ｎ
Ｎ
・
凸
羽
Ｉ
凸
？
Ｉ
Ｅ
Ｗ
Ｊ
Ⅸ
ｆ
Ｘ
４
甲
Ｘ
画
Ｆ
１
⑲
Ｙ
ａ
現
入
紺
Ｉ
碓
切
Ｙ
ぶ
り
人
心
慨
入
伽
Ｖ
逓
璃
氏
君
洩
偶
便
Ｉ
己
咽
１
必

い
。
「
礼
儀
正
し
く
、
仲
が
良
い
の

瑚
醐
■
■
幽
詞
■
■
■
釦
〃
天
下
の
険
〃
箱
根

力
う
ち
の
特
徴
」
と
福
田
主
将
。

ぐ 心
認
ｊ
０
ｉ
９
１
０
Ｉ
虹
踊
ｊ
Ｔ
１
ｆ
恩
紺
８
芯
ワ
ー
リ
Ⅱ
十
Ｊ
９
１
噸
心
ｉ
ｊ
１
柵
Ⅱ
銀
詞
４
個
Ⅱ
棚
Ⅱ
丹
羽
凡
小
唖
八
４
１
紗
Ｉ
心
廻
八
や
１
９
脚
鋤
１
碓
号
４
冊
Ｘ
△
宿
Ｉ
碕
甘
岨
喝
Ａ
Ｑ
ｇ
２
旧
Ｘ
＃
＃
Ⅳ
ｙ
価
嘱
ｊ
岫
下
恩
Ｔ
Ｉ
心
▽
且
⑪
悦
仙
ｙ
柵
吋
虹
？
凡
晶
平
凡
樋
Ｉ
刊

し
、
し
か
も
県
内
の
大
学
と
し

喜
び
の
声
て
塗
て
と
い
う
三

こ
の
上
な
く
喜
ん
で
い
ま
す
。

厳
し
い
練
習
を
こ
な
し
て
き

成
果
を
十
分
に
発
郷
し
、
粕
い
つ
青
サ
ー
ビ
ス
の
衝
に
お
い
て
、

萢
濠
懸
蕊
蓬
鍵
蔑
深

魚
｡

本
選
に
向
け
て

皿

森喜久雄選手（2年） 宮川篤史選手（2年）

青山則雄学長

箱
根
駅
伝
津
法
征
”
雫
マ
ラ

ソ
ン
の
父
・
金
栗
四
三
氏
の
発
案

で
、
俊
秀
な
選
手
の
育
成
を
目
的

に
始
ま
っ
た
。
以
来
弱
年
、
数
々

の
名
勝
負
・
名
選
手
を
生
み
、
駅

伝
競
走
と
し
て
最
も
長
い
歴
史
を

誇
っ
て
い
る
。

大
会
は
毎
年
１
月
２
日
３
日

に
、
東
京
大
手
町
の
読
売
新
聞
社

前
を
発
潜
点
に
行
わ
れ
、
來
京
箱

根
間
往
復
２
１
４
．
７
輪
・
を
各
校

、
人
の
選
手
が
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
。

沿
道
で
は
１
０
０
万
人
を
超
え

る
観
衆
が
声
援
を
送
り
、
３
０
０

０
万
人
以
上
の
人
が
テ
レ
ビ
で
観

戦
す
る
、
新
春
の
一
大
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
だ
。

巧
年
の
伝
統
を
誇
る

青
山
則
雄
学
長

禰
根
駅
伝
へ
の
出
場
権
を
独
得

『

ド
ラ
マ
。
タ
ス
キ
リ
レ
ー

駅
伝
の
シ
ン
ボ
ル
〃
タ
ス
キ
″

母
校
の
期
待
を
託
し
て
つ
な
ぐ
タ

ス
キ
を
、
中
央
学
院
大
学
は
ス
ク

ー
ル
カ
ラ
ー
の
藤
色
に
し
た
。

こ
の
タ
ス
キ
を
次
の
走
者
に
渡

す
に
は
、
各
中
継
所
で
先
頭
走
者

が
出
発
し
て
か
ら
加
分
以
内
に
通

過
す
る
こ
と
が
必
要
。
安
全
に
競

技
を
行
う
た
め
、
卯
分
以
上
遅
れ

た
大
学
は
、
主
催
者
が
用
意
す
る

〃
茨
色
と
臼
の
し
ま
″
の
タ
ス
キ

で
出
発
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
ル
ー
ル
が
、
箱
根
駅
伝
を

一
廟
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
も
の
に
：
．
。

小
田
原
中
継
所
か
ら
終
点
・

芦
の
湖
ま
で
の
５
区
は
、
箱
根

駅
伝
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
。
小
田
原

か
ら
蝦
高
地
点
の
糀
進
池
ま
で

は
距
離
に
し
て
約
ｗ
蹄
。
、
高
低

差
８
３
４
脚
を
一
気
に
駆
け
の

ぼ
る
。
他
の
陸
上
競
技
に
類
を

見
な
い
急
勾
配
が
続
き
、
文
字

ど
お
り
心
雌
破
り
の
コ
ー
ス
。

５
区
加
・
７
鞘
。
の
歴
代
媛
高

記
録
は
１
時
間
ｎ
分
週
秒
。
換
算

す
る
と
、
１
０
０
脚
を
加
秒
６
で

走
っ
た
こ
と
に
な
る
。

川
崎
監
将
、
小
林
部
長
、
そ
し

て
選
手
強
化
に
努
め
ら
れ
た
石

本
前
学
長
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
大
学
を
教

育
サ
ー
ビ
ス
の
衝
に
お
い
て
、

日
本
一
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。選
手
諸
君
に
は
、
大
学
の
た

め
に
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の

た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｉ
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L

中央学院大学登録選手・監督

発着点：東京大手町
読売新聞社前

鶴見中継所

戸塚中継所

l区・10

21.3km

一

平坦なコース。走

I)やすいが、冷た

いビル風に注意。

2区・9区

23.0km

職長の区間。花の

2区と呼ばれ、各

校のエースが集ま
る。

L

川
Ⅲ
ｋ
ｋ
９
２

ハ
加
叩
ｖ
ｌ
Ｉ
▲

ｎ
Ｔ
ｆ
】
〔
叩
久
》

区
区
４
７

ゆるい登り下りで

難しいコース。

海岸線で風が吹く

と後半苦しい。

往路ゴール・復路ス
タート：箱根・芦の
湖駐車場入口

箱根駅伝コース紹介



一

あ び(5)
一
』 第868号1994．1．1

心

｜
’

｡

』

｜
』



一一三一

199411(6)溺び 一
』第868号

－司
、

’

いのまゆか

猪麻友佳ちゃん
（白山・1歳9か月）す

こ
や
が
ち
ゃ
ん

や

唖

J』

ちだまさひろ１
１ 千田真広〈ん

＝

手

’

I’’新春マラソン大会参加者チャリティーコンサート
大自然の中、団体生活を通じて

規律や仲間と助け合う大切さなど

を学んでみませんか。アメIノカ人

の小学生も参加します。

戸期間3月26日(土)から4月2

日(土)までの8日間

医場所鹿児島県大島郡与論町

伝費用9万9000円（東京発の交

通費と宿泊費含む）

し定員360名（原則として小学

校3年生から6年生）

し申し込み期限3月10日（木）

※説明会や参加申込雪の請求など

詳しいことは、（財)国際青少年研

修協会公03(3359)8421へ

し期日1月16日(日)小雨決行、

荒天中止

し受付場所・時間湖北台中学校

グランド・午前8時30分から9時

10分

し参加費一般・壮年500円、小

・中学生およびファミリー(1組）

100円

※実施種目やスタート時間、出場

資格などについては、平成5年12

月16日号の広報あびこ（1面)をご

覧ください。

し申し込み所定の申込用紙（体

育課､市民体育館､各支所に用意）

|こ必要事項を記入して、1月6日

(木・必着)までに参加費を添えて

体育課、市民体育館、各支所へ

し問い合わせ体育課容(85)1151

テレビなどでおなじみの、そっ

くりさんによるチヤlノティーコン

サートです。

ぜひ、お出かけください。

腰日時1目8日(土)午後1時30

分から3時

惨場所松戸市民会館

伝入場料無料（ただし、社会福

祉活動へのチャリティーをお願い

します）

し問い合わせ社会福祉協議会

盃(84)1539

消防出初め式

’
新春、恒例の消防出初め式を行

います。当日は、消防車両総出に

よる消防職員・消防団員の合同訓

練や婦人防火クラブ、幼年消防ク

ラブの演技が行われます。

ご家族でおいでください。

シ日時1月8日(土)午前9時30

分から11時30分

し場所湖北台中央公園

※雨天の場合は、市民会館におい

て10時から式典だけ行います。

シ問い合わせ消防本部

皇
寓琴

⑥」_j｣▲

’’
し曰程1月20日から2月17日ま

での毎週木曜日(全5回）

し時間午後6時30分からg時

世場所中央学院大学123教室

し内容BASICプログラミング

し定員10名（市内商工業者およ

びその従業員。定員に満だない場

合は18歳以上の一般の方も受け付

けます）

伝受講料8000円（テキストフ

ロッピーディスク代を含む）

し申し込み・問い合わせ電話で

1月5日(水)から11日(火)までに

商王観光課商業観光振興{系へ

陰期日1月15日(祝）

陰場所市民会館

し受付午前10時30分から11時

彦式典午前11時から午後0時30

分まで（当日は、市内小中学校

卒業時の担任の先生方が出席され

る予定です）

腰該当者昭和48年4月2日から

49年4月1日までに生まれ渥方

※該当者で通知が届いていない方

は、1月7日(金)までに社会教育

課云(85)1151へご連絡ください。

1’
鰯陰日時2月7日(月)受付一・午前

9時、試合開始･･･g時30分

ヶ場所市民体育館

し対象市内在住の家庭婦人

い種目ダブルス（リーグ戦の後

トーナメント戦）

し参加費1組1200円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所､氏名､電話番号、所属団体

名を明記し､1月20日(木･必着)ま

でに高野山466徳永礼子盆(84)48

48へ。

なお、参加贄は郵便振琶（口座

番号…東京6-562972、口座名…我

孫子市卓球連盟）で振り込んでく

ださい。

1
月

’ ’

伝日程1月3日(月)、15日(祝)、

23日(日)、30日（日）

沙時間午前10時から

惨場所金子卓球場(市役所近く）

陵参加費1500円(昼食付き）

シ問い合わせ金子壷(82)3394

1=t=F

’
’

乱

’
蕊

藍

’

東葛6市長、新春に
菰
叩 る、

千葉テレビ

新春特別番組

大井市長はじめ、松戸市、時から7時15分まで干葉テレビ放の問題などについて話し合い

野田市、柏市、流山市、鎌ケ送(UHF46チャンネル)で放映さまず。どうぞ、ご覧ください。

谷市の東葛飾地区6市長が－れます。シ放映日時1月2日(日)午

堂に会し、各市の施策などを番組では、各市長の年頭にあた後6時から7時15分

語る｢'94東葛6市長新春に語っての抱負や各市の総合計画・プ惨放送局名干葉テレビ放送

る」が、1月2日(日)午後6ロジエクト、6市にまだがる共通（UHF46チャンネル）

､

1

－一一一

平成5年12月1日現在＊世帯数41,246世帯
人□123,517人男61,958人女61,559人

O市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
C湖北台支所88-0828移動図書館87-0909

●湖北支所88-2111②都市改造事務所85-1171

0布佐支所89-23580身体障害者福祉センター88-0141
●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
C水道局84-0111●つつじ荘88-0123
◎消防署84-0119●西部福祉センター85-5818

●少年センター84-1900○生活環境課(浄化槽）87-2379
O保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

◎市民会館84-3311○近隣センター布佐南89-3740

●公民館中央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722湖北

●烏の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

ちびっこ探検学校参加者

成人式

パソコン講座生
日膣当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ戯剛鵬

家庭婦人ﾀ゙ ﾌ゙ ﾙｽ卓球大会
l②

Ze

3月

4火

5水

⑰木

7金

S土

⑪⑧

10月

Ⅲ火

12水

1芯木

M金

重休日当番医＝テレホンサービス

画休日源歯科認日=休日薊誌科諏所(而民会鬮内)9:00～11:30
壷市民図聖館･鳥の博物臨･つつじ荘‘西部福祉ｾﾝﾀー ･市民体育館休鴎

章日曜当番医＝テレホンサービス
画休日凱急銅諏日=休日淵急歯科診銅(市民会篭内)9:00～11:30
〃市民唖瀧･鳥の博物館･つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー 市民体育館休館

壷休日当番医＝テレホンサービス
‘ず休日栽急歯科諏日=休日撒急歯科診緬(而民会鬮内)9:00～11:30
”市民図書館鳥の博物鴎･つつじ荘･西部福祉ｾﾝﾀー ･市民体育館休館

〃休日載急歯科診霞日里休日澗急歯科診畷所(市民会館内)9:00～11:30
〃市民図書館・烏の博物館・市民体育館休館

壷市民図書館休館

農誘酒害相談＝寿市民センター13:30～15;30
”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

童市役所閉庁(一部の施設は除く）

Kﾖﾃ日曜当番医＝テレホンサービス

画休日鶇歯科診霞日=休日剃急歯科診闇所(而民会箆内)9:00～11:30

x夛一交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝保健センター9;00～15:00

〃市民図書館・鳥の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
xろつつじ荘休館

”西部福祉センター休館

毒消買生活相談＝市民相談室10:00～15;00

:識健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

〃登記相談＝市民相談室10:00～12:00

:蚕不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

”健康相談＝つつじ荘10?00～11;30

1s②
該型>年の日

『蚕休日当番医＝テレホンサービス
《夢林日救急歯科診疲日＝休日救急飼料診鰯所(市民会館内)9:00～11:30
：壷市民画窪館．つつじ荘．西部福祉センター休館

声結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00
ﾁ家庭の日
鈩日蹄当奉医＝テレホンサービス
〆休日救急歯科診顕日＝休日叙怠歯科診鯏所(市民会館内)9:00～11:30

－
１
■
■

■
■

新 春将棋大会

「
はたちの献血」

GiveBloodSaveLife

わけ愛､献血

’11J氏＝且巳uノ圧しノ’

ヨハンシュトラウスの手本

に忠実な演奏を行い、聴く壱の

心に溶けこんでくるような美し

いアンサンブルとソプラノを存

分|こお楽しみください。

腰日時1月30日(日)開場…午

後1時、開演･･午後2時

像出演ウィーン・シュトラウ

ス・フェスティヴァル・オーケ

ストラ指揮…ヴイリー・ピユ
塩田美奈子’

ツヒラーソプラノ…塩田美奈し入場料S席6500円．A席5500ピー、市民会館内売店ひろがり、

子円(指定席)、B席4500円(自由席）図雪館湖北台・布佐分館、中央

し演奏曲目ヨハン・シユトラし入場券発売所平賀書店、ミリ公民館、柏そごう、柏11‘H島屋、

ウス11世rこうもり序曲｣、「ウオン楽器我孫子店、ブックススズ取手とうきゅう

イーンの森の物語op325｣、「美キ、石川春光堂、あびこサービスシ問い合わせ教育委員会社会

しき青きドナウop314Jほかセンター、レコードあつぶる、ポ教育課文化係云(85)1151

ワイーン‘ツコトフワ入‘ノエ入アイワアル，オーノフ入トヲロンサート


